
　’馬印　メ

’　　／

　グ

●

掴●，

　　　一第；2．o回宇宙開・発委自会1臨時会戟）畿事次第；
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2．嫡　ヂ宙嘩委負会鍮室．

3．幾　逡

　　（1）駕糊幡鱒止瀦衛星および辣牌糠二二の
　　　函三等について　　　　　　　　　　　’

　　（2）肝胆8年藤鮒族蛸1甲額靴i鴫離および

　　　実輔沖型放送衛ξ圭の開う㌍鉱必要な騰饗の卑桓り妃つい

　　て一

　’！3）第r騰止気豹腰帯興野会調CGMト1りについ℃

　　　1報舌）

　　（4鰍州嚇研究聯帯S・RO）との工一ドメラワールに

　　　ついセ1轍告，）

4　資’科

　　魏・一工’脚下宇灘鰻与賛会‘購会七四贈
　　委20＿2実三三牌滝蘭轡信衛星お・よ磯回瑛中型放

　　　一　　　　送衛星の開発等について囎

　委2・一3・昭和48年敵回る実麟中三三醗鮪

　　　　　　　　鞠よび実糊三型放送嘩の醸奮等即戦

　　　　　　　　鷲短の見積りについて㈱

委20一4第3購」ヒ惣薩戸「臨盤副．CρMS三蠣）に’

　　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　　・．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委20rll

　　　　．鍬9醇宙醗頚回二期議騰二七

a場所．宇翻麟貯餓室

・3隷憲　　　　　　一・

　　（2λ・軟州宇宙研究機横lESRO）との行政鴛；会譲のレ溺毒

　　　につφて　　・・　，・．，・・

4餅ヂ．　∴．　　　　　
　　委19一工第18回宇宙開発委賃会1霞濤時今誌ミ）言藤要旨

　　委・9－2協三年脚～r脚・ケッ吻坦勲の

　　　　　　　　評油について飼

　　委工9－3　第8回Fケット打上げ実験について

　　委1b－4　欧州宇笛研究磯構lES，RO＞との行政律会誕

　　　　　　　　の開潅について．

5　出席者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　宇笛開発委員会、　　・　山県昌・夫

　　r∵　　　．「網島　毅’
　　　　”　　　　　　　　　　　八　藤　栗　禧

言棚者

宇宙油点難事　♂・’為由茂俊の

　科学技術庁研究論整局宇宙撃発参事官　山●野・正　登．

，螂獣学鞠旛糖　　　暫木三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：深沢）

　連輸省大臣官房参事官　．　’　佐藤久衛
　　．・，　　　　　　　　　　　1代理r小林）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　1代理：田中）’

　科学肇術庁研究親整局字宙企画課長・亀松元　一二r也

α、言1な潜勢旨‘

．（・）前記嬉二二について一

（2）昭和4・8年度8～9月期ロケット打上げ翼験の評価に’
ﾂい

　　て

’高田灘宇齢腕騨団麟および毒茸司打上翻部長から資

襟工9－5傭8圓・ケヅト打上牒三ついて」三つい

て説明が行なわれ・以下の質疑応答が行なわれたのち、資智委，

　19－2「昭和48年慶8～9月期ロケット打上げ実験の評価

旧いて」が灘された・
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　網島：発射角め決定は何に基づくのか。

　高田：パイロットバルーン等により測定した風φ強’さ、到着希髪

・　　高度等の関係に墓ついている。．　圏．　　1

　’山県：テの計算は容易に行えるのかq．

　高田：過去のデータを加味したプログラムが既に完成し、男用化

　　　されている。　　　　’　　一　　　　　　璽　一

　継島：TGR－9号機に用い定ジヤィロは嚇入したものか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　高田：そうである。

　山県：本実験において何かトラブルは起こらなかうたか。

　高田：レーダに，軍用かとも忠われる信券が入，り、｝七島を起こし同

　　　抽テストがうまく行えなかったb
　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

綿価信の睡はN亡一ケットの打上げ迄には＋駿明しておく’

　　　必警があろう一〇

藤：外国の罵灘よる⑩ならば撫紆的デ7哲完叫たうえ

　　　で、正式に政府嗣交渉を’行ならことが必1架であろう。

　山県：内之浦でこのような事が発生したととは奪いか『

　高田：さいていない。

．（3）欧州宇宙研究機酬ESRO）との行政宮舗1の剛崔につい

　　て　　　・．　　　　層　噛　　，o’
　　　箪務局から資料委19－4「欧州宇宙研究磯溝‘ESRO）

　　との行政官会議の開催について」に基づいて説明が行なわれ・

　　以下の質疑応答が行なわれたのち、報告が了承された。

　山県：ζの会議には東大闘係者も出席するのか。

　薯務局：塊在4名参加の予定である。　　、　　　　　　　＼
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＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧＼一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　網島：スペース　ラブの出資残額を欧州以外の国が出資すること

　　が可能か否か、スペ」ズチエンバニ等の技術交襖が可能か否

　森ESROの三三おける櫛内容はイ三等に？いて調
　　査されたい。
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放送衛星め開発等について　飼
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　　　　　　　　　　　　　　　昭和4’3年工0月29月

　ド　　　　　
”・ @宇宙」囲発委員1会　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　∂　定

二四禁門糖嘘総び累聡牌回送櫨について
は・宇即発計剛平地年1映定1侮いて三三を徹
うこととされてやるが＼上記2衛皇の囲発研究の進捗状玩等を踏　　、

まえ・下歌岬甜麹β鞭において暁研究の一国の髄，
を図るとともに囲発を行なうこととす．るb　　　　　　　’
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①　壌髄用中．饗鍛鋼止蚤イ吾衛垂

　　実甑厘三三巌翰止蟄1イ詳｝衛星は、将来の増大する港信葡婁に対

　処するために必鞭な大回議遊信衛墨の打上げに全る三三として・

催システムを陣た駅リ鵬の∫町回おけ鰻騨騨
　行ならこと、衛星禅信システムの速触技術の町立を図ること毎’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　を目的とした衛星で、昭和与工時運た静止男呼に打ち上げるこ昌

　とを目標にト緑発を行なう。　’

（2｝実；雛用中型放選衛星

　　実騨中轍送衛星は、教育謙1鱗対購の放送融閥

「処するために．旧弊なテレビジョン放熊の個別》信μ可舵な大型，

　放逡衛星の打上げに至る適桂として・衛星システムを用いた画

　擦および音声の伝送試験を行なうこと、衛墨三選システムの連

　馬掻術の確立を図ること等を目的とした衛羅で、昭和51年に

t
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昭和48年庶における実髄用甲客鍛静止漣信衛星

および実験用中麹放送衛星の函発等に必婁な経費

の見領りについて　蜘

焔和48年ユ0月29日
’宇宙一開発委・貝会
　　　決．．　　定

　「罫埆甲客融止テ鰭纏および翼1多ミ月抑型攻送衛星のiづ挽・

等について」1略和48年ユ0月29日宇宙開発委賃会決定，）に

，礎・脚48鱒無いてま剛し巧な鄭幾よぴ9これに
必娑な縫暫は下記のとおりである。，

　　　　　　　　　　　　　　記

：L　事業の概要

　（1）辱実腋期中容蟄坤止強弓衛星の開発等

　　霧験姫中容蛍静止擁信衛墨の墓門三三に清手するとともに、

　引き招き衛星搭載用敬誌の出発研究を進める。

12｝実獣用中型放送衛墨の｝｝磯発等

　　寧山田中型二二衛星の薮本謎計に潰比するζともにζ引き

　綬き衛星搭蔵用命器の出発研究を進めるσ　　　　　　　　，

2・　工4＞事郭を行なうに必騨な軽費

　昭和48年府において、エの事契を行なうに三三な凝費の見

権りは、別裏のとおりである。
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R，．．止二藍．．12ニゴ．2、1±⊥．o．1ユ豊1磁一＿＿一．．＿．＿一＿＿．一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へゆ　　　　　　ワサ．＿⊥D一病．エ五一二二＿Pb盤虹在⊥一卸．P隼二P⊆擾．捻。三重’覧

＿＿一＿iニヨ薩難墜丘一毒重二二二二齪一門塩孟登一岐凱．，蓋上ユよ一三．遙盤虹並一三一坐＿．豊．匪ユL三エー一一」難1玉一…慮ヨユー一．（6璽二⊃ニエニー一一

行つこ．て・・L、つ．デ翌9二二で宝2二上一ユ＝ユ驚一型．】、D一一2並ユ．三血ゴ：．注玉三：h⊇1三一⊥＿＿．

＿皿L£2面三しき．上五．L糸島工一§型．丘丞一一⊥△．巴．一二ざ二二2＿．L一虹△と．よ亘…泡lk）＿一．一＿＿一＿．一＿一＿一．，一一一一．＿＿＿一＿＿＿一一一＿一＿＿一一一一一一一一一一一

…．＿一一一一＿一里！止豊＿高高差．二二i監一一L強．二一．隻」三2上エー：髄一Lエ．．樋ユ≧一三一感亜皇二L亘墾≦ユーと皇．儀丘盛恥二一惣樋そ・

一＿β）一十応£近一一一一一⇔或＿皇斡．≦必r駆全⊥璽．翌≧．至⊃

　　　　　，こ∠童．φ一膳薫．！三2⊥L≧．．．一y豊壁難ユ…エ¢L上野鋤1．互一亘血盈室：入止のエー一一黛と玉∫＝工並2五皇星∠蟻三一巨蛋．ユ盛・々・価イ丁丁マ

ン巫．亡2一麩2一上⊥．一昼：左⊥一隈至⊥＿．ソ篁⊥述登9＿亙．墾9一三一登2．一≠一一一麹＿L：座エ立ノーみ⊥董i－1亜．Ψ一．ヲ＿一

　　　　　　向葱》勧？豫・遮一一｝立三．虹．、一一細』ユΣi玉」過．二二立L≧」臆＝L鰻1五エー≧一三一二ニー重2三一．皇＿＿一一＿一一＿．一＿，一一．＿＿一．

．ぐ∴．一きi．脳病＿一一一．．．＿．＿一＿．一．．一．一＿＿＿＿．＿＿一＿一＿＿一＿＿＿一＿

　　　点滴壷ユ銭一．…出D⊥塾食藍盤戯二三盛三豊二一亙2⊥＆蓋難．．．…B野上主．ご止烈四隅2ゴニニ＝昼＝：輪と三．二二盛．鼻＿釜箆二－
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1．委20・「5

　　　　　　予州宇宙研究磯祷lESRO）との行政官

　　　　　　会離？呼　　　一　ぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和48年・・月4a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究、謎盛・局

　　　L。月2ゑ磁び25日の酬群技術庁鱒て下記の醗

嫌下畑鱒・別添の…脚7ル醐さ晦
　　　　　　　　・　　　，　　　．言己

　　：レ日糧　　’　　　．　 　　　　　　一

　　　　第・回餓　工ρ月22日…』’・一工2：・・

“　第2回会諏・　　　2－2日．1・・4：・6～エ8：30

　　，（・）・日本およ細SR・の宇宙瀧ηにつ吟て

　　　（之｝同齢学技術頒㈱ける拗やいて

　　　　①群技術一　　　　．　♂
　　　　唱．千業　博研究騨発団長ほか4名　　　　．

　ご　②外務省
　　　　　　田中義具国際三局科学蔽”、コ’一

　　　　③文部省｝　　　　　　・　　　．　　／’

　　　　　　七驚弘大学学術局学術課長　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　1
　　／

、

④迦商三業省　　　　　　　二

⑤蒲丙工繊研究細　か2名

　　　野ロ雌房鹸課計醜　ほか5名
⑥郵政省、

　　　融重職波麟局宇幽幽企画室長・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬか2名

　　

⑦建設省　　　　　’

　　　井鹸二敵地鰭測地線．∫　＼
．⑧東京大学　一　　　．　　　　　　　　　　り

　　　梱稔宇由興研獅鍛　応射／

（2プ玉】SRO側

　　丁・Alデインケスピラー　　’　　　　1フランス）

　　　　　ESR・計画局母　馬●　　，、

　　　　　　E1，SRO欧州宇宙技術センター論壇制御察長

　　　　　　　　　　、丸．

ヤ　・

’

●’

σ
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　　　　　　　　　エードメモワール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973年、10月23日

　　」・A・デインケスヒ？ラー欧州宇雨葡1究薇翻ESRO）葺禰

　局長を団無とするESRO藤島一行は．日本を口出〕，し、1’973年

　10月22日と23日の両日にわたって千束三三字技術庁研究雛

　獲掬長をはじめとすろ日旧記：府喩験と三熱を糠薦し、相互に回心

．のある匿i髄につき、意見の交疾を行ない、より籍戴な搦：カが蓬ま

・れ，る特定の闘題について砺議を行なった。

　：L　日本測はESRC臨員の訪日に対し二三の意を碧わすととも

　　に、’日不の宇宙翻多ヨの現状と言r画につφて．融萌を行なった。

　2・ESRO側は日本糊に対し禰意を鶉わすとともに剋SRO．め

　　三手宙跳発の規状と計陶について読明を行なった。．

＿a・’坙{瓠びESRO双方は・・b72職2月ユ．2白付けの

　　三顧三篠づき・三分…∫・雌おいて詰論醗・肺職土1慧

　・することに合薫した。1励瓶参照）　　　　　　　　’

　4．　1スペースラブについて）

　　　不ペースラブ蔚学甜画ゆ初斯の二二たま鵡て、スプースラブ

　　を和即する璃合の原：期に蟻し日不側は職い僕i心を示した。また

　　スペースラブ¢）蜂譲穣器め製「曜日本が参刀吋るととに撫して

・’ 熄Jが判れた・’ Qミッションならび噂的二三おける

　　加］二蔚よぴ処理等に関する合同検討グループを発足させること

　　竜可能であることが示峻，された。本グループは千六七長とゲイン

　　ヶスピラー局長の締ののち設髄れるr奉三者および技術者

　　が前記グループを楚足さゼる可鰐匪の検討を鍵めることについ

　　て合：意された。

’
、
、

5．　1海事衛星について）

　　日本およびE’SR・双三はMARQTS衛星硝∫いた海事衛

星システム共同実賊について二二を行なった。共同実駿の一形

態として・日本が胎舶搭｝威の通信設重層のほか丸場合によ2ヴ戸聖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4ρ・‘cでては三蹟湿し・「加SR・峰雨量撒漉しf
　　必要に応じこれをインド洋．上に移動させることも冷温された。

　　幽｛およ碑SR6双方はそれぞオτ上記の職敵？いてさら

　　に検討を加え、二二の越展を相互に津絡し合うこととし、さら

　　に海事衛星シ～くテムに撫する・一殺惰報交摸を行なうことに合意

　　した。

　6・　（海跡．データ取得比ついて、）　　　　　　一

　　　E捧拡醐SりR・双方幡｝ll獅・データ取得の頒ケこおけ

　　る筋フ∫三ついて検討を行なった6ESRO測より、輿憩ll寺等に

　　おける｝目鱗・デ」タ取得網の不1｛六三用に回する一般取轍めの必

　　勢性につき、提案がなされ凌日本側はこれを検討することに合

　　意した。　　　　　　　　　幽　　　・　　　『　　　　　　。

　肌　1国醸磁気言忌測計画（工M：．S）について）

　　　工MSの三三中、日本のEXOS－Aお・よび：B衛星ならびに．

　　ESROのGEOSおよひ：’エME照星の観測精呆を効果的に相

　　互比咬するたあ、日不およびESR・0双方は次の点について合

　　乱した。、

　　エ）『双方の実凝楼器の仕極書を交換すること。

　　2）　各叔衛星に悟或するフラックズゲート型磁力計等の実験

　　　，櫻詣¢）相互較正を図ること。

・　これちの揚力を推進するためにし日本｛購煉京大学大林辰蔵教・
／

　　縫岬SR6側は酬宇宙獅センター’IESTEG）D・、E・

ρ

・　，

◎
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　ページ博士をコンダグトボィンドとして拒回する。

β秘：紋びES’R・双方は・遅くと慰r74’飾弓3咽

までに、！ぐりに抽て次画の会合を闘志るこ．回忌した・
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　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　・　噛・・　　　　’（別紙）

　情報交襖は当面、下記の分野紀おいて行なうごととし、双方はそれぞれの分野のコンタクトずイ．ント

を指定した．コンタハボイけに指口れ鰭は・その相工匠旅卿て情報三三U部1を

構旅馳つぐほか・当該噸の各々縣る棚の蝶糊の騨鶴密化するよう媒介の三門た

るものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　・，1，　　，・　言己、，　』一　　・　ゼ

u7τ一一7］関「一一一一＝一7一τ7一
　　，・　　　　　　．　　，　，●一・　・　　璽∵

コンタク　ト’ポイント　、

分　　　　　野．
’　　　ESRO・

　　　　　　　’哿ｩ @　本　　　　　’

♂

，　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　f

3

宇宙気象学　　　　　’ こ「．P．コンツエン
ﾑ宇宙応用担当計画周次長）・

目下栄一’
e速目耳蝉気象庁総務部気象　　　　　　　　　　　　　」

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
衛星課長）

遍信衛星 ・、　伺 園山重三　’　，’　．
亀 　　　　　　　　”

n

1三二省竃波瞥理局宇宙三三

τ

企画室長）’

放送衛星　　　　　曽 同　　　　　〆 同

エアロサツト ・同　　　　　　　． 米本恭二
o

・‘違法省航空局管制保安部
無線課長）

1

宇甫部品の認定

@　　’　　　　　　　　　　　晒
@　　　　　　　　　　、

・R．フレイス
P技術．産：業故策担当計画局次長）

@　’

今村　　宏　　　　　，
P科学技術庁研究調整局
@宇宙開発諜長）

’

　　　　　　’
d波伝強の研究ほ2－14GH幻 こ「隔P。コンツエン 川上謹之介

P．郵政省電波研究所衛星研究
唱

「 部長）　　　、

将来の気象衛星の観翻蠣尋 同．　　、
寺内栄幽・　　r　　　　　　　＼　　　　　　、

、

　　　　　　　　　’幕C推進ロケツド R．フレイス　　　　1 山野正登，．

e科学技術庁研究腕比局
，

宇宙国除課長）
1　　　　■

ソーラパドル ’　　　　回 同

5軸三三
　　　　　■覧　　　馳、ｯ 同、

魅

　　　、W

大型スパースチエンバーーゾ ’　　同　　　　　1 同

一

宇宙科学および申連技術　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　，

J’．オルトナー　　，
e’

ﾈ学ミツ．シヨン担当’計画洵次・長）

@　　　　　　　　　　ρ

平尾邦雄
B東京大学宇宙航空研究所　　　　　　　　　　　唖、教門）一
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、　　、

◎ i ，　　　　　　　：＼

’

6

、

、
1

鴨

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 i　　　　　　　　　　　　　　’
1　　　　　　　　　　　　　　　　‘

、＼

●

！
「

璽

ヒ

●

噸。．

．『u

’

〆


